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東京大学社会科学研究所助手から当時の千葉大学人文学部に講師として赴任され、以来、同学部助教授、法経学部助教授、同学部教授、千葉大学大学院専門法務研究科教授として、都合三十六年六ヶ月にわたり、本学で教育研究に尽力されてきた。先生のご経歴は、本学の法学研究教育分野の発展とそのまま重なり合っている。この度、本学でのお仕事に一区切りをつけられ、新たな出発を迎えられた先生 心より敬意を表し、感謝を申し上げる。
手塚先生の研究分野は、労働法、社会保障法、外国人法など多岐にわたるが、その内容は狭義の法律学分野に
とどまることなく、歴史学、社会学、経済学、人口学 ど広汎な社会科学研究を包摂するも で、先生はその成果として労使関係論、外国人労働者論、少子高齢化社会論といった学際的な領域で、学界をリードする 端的な研究を数多く発表してこられた。
先生の研究に通底する特長は、社会構造変化の実証的検討を踏まえ、その変化が既存の法秩序において惹起す
る法的諸問題 的確に分析・考察する点にある。その方法論は、歴史研究から時代の先端的な問題分析まで、幅広く活かされている。労使関係論の分野では、 九七
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論考で、労働者階層の成立とその運動が一九世紀ドイツの法秩序に惹起した法的諸問題が分析され、
一九八  
年
O
代の「西ドイツ労働事情・判例展望」、「西ドイツ労使関係 変貌と労働法の転換」等の連載では、戦後の高度成長の終罵とともに西ドイツの労使関係が余儀なくされた変容が実証的に分析され、そこから惹起される法的諸問題が見事に分析・考察されている。
一九九  
0
年代以降の先生のテ 
l
マといえば、やはり外国人労働者問題研究であろう。先述の先生の研究方法は、
この分野でも遺憾なく発揮されるところとなった。ここでは、欧米各国で蓄積された移民研究、外国人問題研究及び法政策の分析を比較対象としつつ、我が国における外国人労働者の実態が幅広く且つ詳細に調査され、かかる調査を基礎として日本の外国人受け入れに伴う法制面での課題を浮き彫りにするというスケールの大きな研究が展開されており、先生の一連 研究業績は、この分野のまさにパイオニア・ワ 
クとして、ともすれば抽象論
l
に終始しがちであった当時の外国人受け入れをめぐる議論に確固 した基盤を与え、その後の我が国における外国人問題研究の発展に先駆ける と った。この調査研究 過程で、外務省、法務省といった国レベル、神奈川県をはじめとする自治体レベル 研究調査体制を組織・統括した手塚先生の手腕もまた特筆されるべきものといえよう。関連する著書・論文を先生は多数公刊されているが 近年、集大成となる著書『外国人 働者研究』を上梓された。また、著書『外国人と法』は、我が国の外国人関連法制と法的諸問 網羅的に詳解した初の法律書 して、学会及び実務において高い評価を得、版を重ねている とは周知のと ろ ある。
さらに近年、先生は少子高齢化社会における諸問題の研究へと歩を進めておられ、年金、医療、介護などの社
会保障制度を中心に、少子化・高齢化に伴い社会的に検討されるべき喫緊 重要課題を 諸外国と 比較 踏まえながら精力的に検討されている。先生が中心となり開催された 際シンポジウム 纏められた研究成果は多数 
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手塚和彰先生を送る
に上り、ここでは、国の内外を問わず多彩な分野の優れた研究者による総合的な研究が展開されている。こうした研究チ
l
ムを束ねる手塚先生のコンダクターぶりには、さらに磨きがかかっているといえよう。
以上のような研究分野の広範さと、その社会的意義の大きさから、手塚先生は、労働問題、外国人・海外交流
問題、社会保障問題等に関する国・地方自治体の各種委員を歴任さ 、様々な社会的課題の解決に多大な貢献をされてきた。そのため、各界との交流も幅広く、本年三月、東京にて先生の千葉大学退職を記念するパーティが有志の手によって催されたのであるが、その折りには、社会の様々な分野で要職にある多彩な出席者が詰めかけ盛大な会となったことからも、各方面 の先生 活躍ぶりが窺える。
学内においては、各種委員長・委員を数多く務められ、民事法講座の中心として学部学科の運営に参画してこ

られた。とりわけ、一九九九年 二 
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一年に法経学部長、二 
一年から二  
二年に千葉大学学長特別補

佐の重責を果たされている。この間、先生は 法経学部外部評価報告書作成等の重要課題に当 られたが、何と
云っても、当時、我々法学政治学系教員集団の直面した難題といえば、法科大学院 設立を含めた大学院・学部
の将来構想 如何であった。千葉大 の法学分野 消長 かかわる難局に 手塚先生は持ち前の行動力と幅広い
人脈・情報を駆使されて陣頭指揮を執られ 本 における法科大学院設立に向けて舵取りをされた。その結果、
現在の千葉大学大学院専門法務研究科 発足へと至り、本学法学教育研究のさらなる発展の礎が築かれたことは、
周知の通りである。先生のなされた多大な貢献 深甚の謝意を表すると もに、残る我々が引き続き法学教育研
究の充実に向け、日々努力をしていく所存である。今後 も 折りに触れ、後進のご指導を願えれば幸いである 

教育面においては、長年にわたり労働法・外国人法などの講義・演習を通じて の学生を指導された。先生
OO
の人なつっこさと幅広い社会経験・知識とが相侯って、演習に参加する学 の人気を博し 数々の楽しい思い出
OO
3 
〈献呈の辞〉
を作られたようである。手塚ゼミ卒業生には各界で幅広く活躍する多士済々の人物が揃い、その交流は今も厚く、先生 囲んでのコンパが有志の手により毎年のように開催され、全国からメンバーが集まるように伺っている。これも先生のお人柄のなせるところである。今後も先生を中心とする交流が広がり深まることを祈念したい。
手塚先生は、今後も青山学院大学にて引き続き研究教育に従事されるとのこと、これからのますますのご健勝
とご活躍をお祈りするとともに、多年にわたる先生のご指導に感謝し、本論集を献呈したい。 
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